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湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
作
成
し
た

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」
に
基
づ
く
「
子

ど
も
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、

さ
る
一
月
二
十
四
日(

日)

、
湖
山
西
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
市
立
湖
山
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
共
催
に
よ
る
、
「
た
こ
あ
げ
」
と
「
も
ち
つ

き
」
の
大
会
が
、
湖
山
西
公
民
館
と
湖
山
西
小

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
青
空
い
っ
ぱ
い
の
好

天
に
恵
ま
れ
、
児
童･

保
護
者
を
は
じ
め
湖
山

西
地
区
住
民
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
組
織

し
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
更
に
は
湖
山
西

小
学
校
の
校
長
先
生
や
先
生
な
ど
約
三
百
名

を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
、
大
変
盛
り
上
が
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
ず
、
参
加
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
児
童
・
保
護
者
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
組
の
皆
さ
ん
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
た
こ
」
作
り
に
チ
ャ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
民
館
の
大
会
議

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

室
に
設
け
ら
れ
た
工

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
机
で
、
実
行
委
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
指
導
を
受
け
な
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
、
親
子
の
共
同
作

業
に
よ
り
、 

「
た
こ
用
和 

紙
」
に
大
好 

き
な
絵
を
書 

い
た
あ
と
、 

竹
の
骨
に
貼 

り
付
け
、
尻 

尾
を
つ
け
て 

完
成
さ
せ
ま 

し
た
。 

 

指
導
に
あ 

た
っ
た
実
行
委
員
の
方
々
が
、
子
ど
も
の
頃
に

作
っ
た
「
た
こ
」
と
異
な
っ
た
構
造
で
あ
っ
た

た
め
、
指
導
に
め
ん
く
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

完
成
に
少
し
手
間
取
り
ま
し
た
。 

 

た
こ
づ
く
り
と
平
行
し
て
開
催
さ
れ
た
「
も

ち
つ
き
大
会
」
は
、
前
々
日
か
ら
実
行
委
員
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
六
十
㎏
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
も
ち
米
の
研 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぎ
か
ら
浸
漬
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業
が
行
わ
れ
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
日
は
三
組
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

臼
と
杵
を
準
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
、
も
ち
米
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
に
チ
ャ
レ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ジ
し
た
五
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
児
童
を
主
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
も
ち
つ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
と
、
体
力 

に
自
信
の
あ
る
実 

行
委
員
や
保
護
者 

そ
し
て
経
験
豊
富 

な
男
の
料
理
教
室 

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、 

和
気
あ
い
あ
い
の 

中
で
つ
き
上
げ
、 

き
な
粉
も
ち
や
ぜ 

ん
ざ
い
で
、
一
同 

舌
鼓
を
打
ち
ま
し 

た
。 

  
 
 

 
 

鳥
取
市
の
不
法
投
棄
監
視
員
制
度
に
基
づ
き
、
平
成 

 
 
 
 

二
十
二
年
に
新
た
に
選
出
さ
れ
た
六
名
の
監 

 
 
 
 

視
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
が
三
月
か
ら 

 
 
 
 

始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

不
法
投
棄
監
視
員
は
、
湖
山
西
地
区
の
六 

 
 
 
 

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
し
、
任
期
二 

 
 
 
 

年
間
で
活
動
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
湖
山
池
周
辺
を
重 

 
 
 
 

点
地
域
と
し
て
、
毎
月
第
一
火
曜
日
の
午
前 

 
 
 
 

九
時
か
ら
、
全
員
で
マ
イ
カ
ー
等
に
よ
り
実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施
す
る
ほ
か
、
各
監
視 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

員
が
受
け
持
ち
地
域
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
毎
月
一
回
以
上
巡
回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
、
不
法
投
棄
の
防 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

止
に
努
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
苦
労
様
で
す
。 

不法投棄監視員による巡回パトロール開

 
湖山西小学校５年生から 31 通の礼状

内容は「自分たちで作ったもち米が役に

立ってうれしかった。もちつきや・たこ

づくりが楽しかった。もちつきは初体験

で感激。お餅は柔らかくておいしかった。

来年も参加しようと思う。これからもい

ろんな行事をやってほしい。等々です。 

完成した「たこ」をあげました

 賑やかなもちつき大会 

 たこ作りにチャレンジ 



 
 

 
 

  

二
月
二
十
日(

土)

午
後
六
時
～
七
時
四
十
分
、
湖
山

西
地
区
公
民
館
大
会
議
室
で
標
記
の
会
合
が
開
催
さ

れ
、
地
元
か
ら
六
十
五
名
、
県
・
市
の
関
係
部
署
か
ら

十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

湖
山
池
は
、
私
た
ち
湖
山
町
民
の
大
事
な
財
産
で

す
。
し
か
し
近
年
水
質
の
汚
濁
が
顕
著
に
な
り
景
観
の

低
下
、
漁
業
や
農
業
に
も
深
刻
な
被
害
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
湖
山
池
近
く
の
養
鶏
場
か
ら
出
る
悪
臭
も
湖

山
西
地
区
の
住
民
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
、
更
に
は
、

大
学
や
高
校
、
小･

中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
集

ま
る
文
教
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
集
い
で
は
、
県
・
市
の
関
係
者
か
ら
、
湖
山
池

の
水
質
の
現
状
報
告
と
水
質
改
善
の
た
め
の
諸
施
策
、

悪
臭
の
現
状
と
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

重
要
な
こ
と
は
、
全
て
を
行
政
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
周
辺
の
住
民
一
人
ひ
と
り 

が
汚
水
を
流
さ
な
い
、
合
成
洗 

剤
を
使
わ
な
い
な
ど
、
自
分
達 

で
出
来
る
こ
と
か
ら
実
行
す
る 

こ
と
で
す
。 

 

自
然
か
ら
贈
ら
れ
た
大
切
な 

財
産
を
み
ん
な
で
守
り
た
い
も 

の
で
す
。 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
る
三
月
十
日(

水)
 

午
後
、
湖
山
西 

 
 
 
 
 

湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協

議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
の
役
員
等
十
九
名
が
、

協
働
の
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

顕
著
な
実
績
を
あ
げ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
的
に
知
名
度
の
高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い
ん
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
議
会
」
を
訪
れ
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。 

 

鹿
野
城
跡
と
い
う
地
域
の
宝
を
核
と
し
た
、
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
街
並
み
整
備
や
、
住
民
主
体
の
鹿
野
ま

つ
り
・
城
跡
の
美
化
活
動
な
ど
、
広
く
住
民
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
、
ま
ち
の

活
性
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
見
聞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
本
格
化 

す
る
湖
山
西
の
ま
ち 

づ
く
り
の
取
り
組
み 

に
つ
い
て
貴
重
な
示 

唆
を
い
た
だ
き
ま
し 

た
。 

 

お
世
話
に
な
っ
た 

皆
様
に
心
よ
り
感
謝 

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

湖
山
西
地
区
公
民
館
に
お
い
て
、
毎
週
金
曜
日
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
子
育
て
中
の
若
い
お
母

さ
ん
方
が
集
ま
っ
て
乳
幼
児
教
室(

愛
称
―
わ
ん
ぱ
く

ク
ラ
ブ)

を
開
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
教
室
に
は
、
子
育
て
の
先
輩
で
も
あ
る
民
生
児

童
委
員(

女
性)

の
方
々
も
サ
ポ
ー
ト
役
・
支
援
者
と
し

て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
お
母
さ
ん
達
が
い
き
い

き
と
子
育
て
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
、

ク
ラ
ブ
の
運
営
に
必
要
な
色
鉛
筆
や
ハ
サ
ミ
な
ど
一
万

五
千
円
相
当
の
文
房
具
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
と
お 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

礼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。 

 
 

 
 

乳幼児教室(愛称:わんぱくクラブ) 

  に筆記用具などを贈呈しました 

 

集いに参加された方々 

筆記用具の贈呈式 

意見交換・交流会 

 街並みの視察 


